
 

 

日頃は皮膚を特に意識せずお過ごしの方が多いのでは

ないでしょうか。周りの人、家族、鏡の中の自分…。 

私たちは、日々誰かの皮膚を見ています。そしてあなた

の皮膚も見られています。年齢が近くても、皮膚の見た

目が大きく違う、そんな経験はありませんか。「外見で

はなく中身で勝負」もっともですが、外見も良ければ申

し分なし、皮膚は見た目を大きく左右します。今日から

できる皮膚の老化対策をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主  催 ： 国立高専機構鶴岡高専地域連携センター ・ 鶴岡高専技術振興会 

後  援 ： 山形県 ・ 鶴岡市 ・ 公益財団法人庄内地域産業振興センター 

体験から知る健康福祉 
－ 医療と工学からのアプローチ － 

◎市民サロン…鶴岡高専と地域内研究機関等の研究者・技術者を講師に、各専門分野の最新情報を 

わかりやすく提供する市民講座です。どなた様も、お気軽にご参加ください。 

日 時 ９月2４日（火） １８：３０～２０：００ 

会 場 庄内産業振興センター 第 2研修室（鶴岡駅前マリカ東館 3 階） 

受講料 無 料 

申込締切 ９月 20日（金）チラシ裏面の申込書に必要事項をご記入のうえ FAX 又は TEL にてお申込みください。 

《 講 話１ 》………………………（18：30～19：15） 

『今日から防げる皮膚の老化』 

講師： 鶴岡市立荘内病院 皮膚科  

主任医長  吉 田 幸 恵 氏  

［車いすの部品設計の様子］ 
［４脚杖使用時の 
力覚情報の取得］ 

現在日本は超高齢社会を迎えており、「老老介護」が深

刻な問題となりつつあります。こういった現状の中で

QOL（クオリティ オブ ライフ：生活の質）がキーワー

ドのひとつとして挙げられますが、立場が違えば様々な

QOL の有り方があるはずです。私たちの研究グループで

は様々な視点からの課題に取り組んでいます。本講演で

はそれらの取り組みについて紹介し、工学技術が QOL

向上のために何ができるのか考えてみたいと思います。 

『QOL 向上のために工学技術は何ができるか
～生活支援技術・機器開発の取り組み～』 

講師： 鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 

機械コース 准教授  小野寺 良 二 氏  

 

鶴岡高専技術振興会 (公財)庄内地域産業振興センター内） 

〒997-0015 山形県鶴岡市末広町３－１（鶴岡駅前マリカ東館３階） 

TEL：0235-23-2200 FAX：0235-23-3615 
URL：http:// www.shonai-sansin.or.jp/tsuruokakousen_info/  
 

◆お問合せ◆ 
 

◆会 場◆ 

マリカ東館３階 

研修室 

お車でご来場の方は立体 

駐車場をご利用ください。 
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《 講 話２ 》………………………（19：15～20：00） 

［肌の光（ひかり）老化］ 


